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日差しや風に温もりが感じられる季節となりました。いかがお過ごしでしょうか。

今年こそうららかな春を満喫できると良いですね。（文　卯月恭子）

最新点訳案内

『ラジオ深夜便』…番組アンカーによるエッセー、１月号は今の暦よりおおむね1カ月ほど

時期が遅れる「旧暦が好きだ」など8編を、2月号は北九州の思い出を綴った「久しぶりの初

任地、青春が蘇りました！」など9編を点訳しました。

『らくらくクッキング』･･･１月号は皮から手作りするエビとレンコンの水ギョーザや、冷

凍パイシートと粉チーズがあれば簡単に出来てしまうチーズパイなどを、2月号には大根を

使い切るため、塩もみして冷凍保存をすすめる記事もあります。自然解凍して和え物にした

り、凍ったまま炒め物やスープの具に使えて便利ということです。

『ねこのきもち』･･･１月号は連載「岩合さんのネコこよみ」の他に二つの記事を選びました。

ひとつは飼い猫の毛柄と性格について調査した「ニャ論調査」。毛柄の多かった順に性格に

ついて専門家が解説しています。ふたつめは猫の生態のあるあるが楽しめる「令和版ねこか

るた」。2月号は猫との暮らしで感じる小さな幸せのエピソード集、猫を愛するゆえ起業した

話や、猫を同伴出勤出来る会社の話などを紹介しています。

『いぬのきもち』･･･1月号で選んだのは、愛犬がずっと笑顔でいられるためのヒントと、日

本人と犬にまつわる歴史「犬のおもしろ日本史」です。2月号はしつけの疑問について、「犬

種のこともっと知りたい！」はアメリカンコッカースパニエルについて、そしてエッセー

「いつものほほん柴犬日和」の三つの記事を選びました。

『CDラベル』･･･府中市立中央図書館所蔵のCDのタイトルと演奏者名などを点訳し、タック

テープに手打ちしました。

『手打ち』･･･読売新聞の「編集手帳」と、日本経済新聞の「あすへの話題」の二つのコラムを

点訳しました。どちらか1部を同封させていただきます。

てまり日和

新聞の投稿欄、俳壇・歌壇を割とよく読んでいます。俳句や短歌を作ることは出来ません

が、選者に選ばれた優れた作品が掲載されているので、ただ感心して味わっています。短歌

は作者の生活や人生が色濃く表現されているので、知らない作者なのに親近感がわいて、と

ても身近に感じることもあります。そのことを歌に詠む人もいて、作品を通して共感が広が

る、そんな反応しあう面白さを知ることは新聞ならではかも知れません。
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ご存じない方もいらっしゃると思いますが、テレビ番組「プレバト」も好きでよく見てい

ます。俳句コーナーの夏井いつき先生の添削が素晴らしく、番組を見るようになって、新聞

の俳壇もより興味をもって読むようになりました。だいぶ前のことですが、いたく共感した

俳句があり、書き留めたのが次の句です。

今日何かするはずだった秋の暮

壬生町　　あらゐ　ひとし

二人の選者が選んでいて、おひとりの評は「またうかうかと一日が終わる。幸せなような、

情けないような」というものでした。読み手それぞれが、自分に即して、その時々によって感

じることも違ってくるような俳句だと思います。こんなふうに好きな短歌や俳句を書き留

めて、後で見るのも面白いです。

暑さ寒さも彼岸まで、今年の彼岸の入りは１８日ですが、最後に正岡子規のこんな俳句を

ご紹介します。

毎年よ彼岸の入りに寒いのは

子規が「彼岸の入りなのにまだ寒いね」と言ったら、母親が応えた言葉がそのまま俳句に

なったと言われる一句で、歳時記にも載っているよく知られた俳句のようです。
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